
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
当
た
ら
な
い 

買
っ
て
も
食
っ
て
も 

当
た
ら
な
い
）
（
数
学
は 

弱
い
が
計
算 

高
い
部
下) 

（
酔
う
程
に 

マ
イ
ク
片
手
に 
あ
わ
踊
り
）
（
冬
近
し 

あ
っ
た
か
料
理 

コ
ン
ビ
ニ
で
） 

さ
れ
た
。 

 

冒
頭
、
矢
島
議
長
か
ら

「
先
人
と
駆
け
回
っ
て

20

年
を
向
え
た
。
地
域

に
根
ざ
し
た
連
合
運
動
の

推
進
と
Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
を
自

立
し
た
地
域
の
発
展
に
つ

な
げ
、
日
本
一
の
地
協
と

な
る
よ
う
運
動
し
て
い

く
」
と
力
の
こ
も
っ
た
挨

拶
が
な
さ
れ
た
。
次
に
来

賓
の
連
合
新
潟
江
花
会

長
、
長
岡
市
大
野
副
市

長
、
中
越
高
齢
協
、
社
民
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て
、
電
力
総
連
・
西
村
代

議
員
と

JP
労
組
・
瀧
澤

代
議
員
を
選
出
し
て
開
始

 

総
会
は

14
時
に
開
会

し
た
。
斎
藤
副
議
長
が
仮

議
長
と
な
り
議
長
団
と
し
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泉
田
知
事
は｢

食
・
農

業
・
環
境
・
教
育
に
多
大

な
効
果
、
そ
し
て
『
ご
み

か
ら
資
源
』
で
働
く
場
に

ま
で
結
び
付
く
と
は
驚

き
。
素
晴
ら
し
い
事
業

だ｣｢

新
し
い
環
境
・
農
業

分
野
で
の
『
起
業
』
に
結

び
つ
け
る
よ
う
担
当
部
局

と
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討

し
た
い｣

と
感
想
を
述
べ

ら
れ
た
。
知
事
は
循
環

ネ
ッ
ト
の
個
人
会
員
に
も

加
入
さ
れ
た
。 

 

最
後
は
金
内
副
議
長
の

閉
会
挨
拶
、
矢
島
議
長
の

団
結
頑
張
ろ
う
で
総
会
は

終
了
し
た
。 

続
可
能
な
循
環
型
社
会
を

目
指
し
活
動
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
。
当
日
は
理
事

会
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
な

ど
17
名
が
出
迎
え
た
。 

 

早
速
、
炭
焼
き
休
憩
室

で
金
子
理
事
長
か
ら
循
環

ネ
ッ
ト
の
設
立
趣
旨
と
事

業
内
容
・
活
動
に
つ
い
て 

 

説
明
が
な
さ
れ
た
。 

 

説
明
後
、
事
業
の
中
心

で
あ
る
給
食
調
理
残
さ
再

生
利
用
の
作
業
現
場
に
移

動
。
回
収
シ
ス
テ
ム
・
飼

料
加
工
シ
ス
テ
ム
と
事
業

効
果
に
つ
い
て
各
担
当
か

ら
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。 

 

３
名
の
新
役
員
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
長
い
間
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

 

去
る

11
月
11
日(

木)

に
泉
田
新
潟
県
知
事
、
江

花
連
合
新
潟
会
長
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
視
察
に
訪
れ
た
。 

 

循
環
ネ
ッ
ト
は｢

ご
み

か
ら
資
源
へ｣

を
キ
ー

ワ
ー
ド
に｢

物｣｢

人｣

の
持 

 

報
告
を
品
田
会
計
監
査
が

報
告
し
承
認
さ
れ
た
。 

 

審
議
事
項
は
、
第
１
号

議
案｢

11

年
度
重
点
課

題｣

、
第
２
号
議
案｢

11

年
度
予
算｣

を
事
務
局
長

が
提
案
。
第
３
号
議
案

｢

役
員
の
一
部
交
代｣

を
横

澤
副
議
長
が
提
案
。
各
々

質
疑
の
後
、
全
体
の
挙
手

で
承
認
決
定
さ
れ
た
。 

 

後
半
は
顧
問
の
委
嘱
と

特
別
決
議
、
総
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
確
認
。
総
会
宣
言

を
小
川
副
議
長
が
提
案
し

採
択
。
退
任
役
員
２
名
と

党
、
労
働
金
庫
、
総
合
生

協
か
ら
ご
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
審
議
に
入
っ
た
。 

 

ま
ず
、

10
年
度
活
動

報
告
、
決
算
報
告
を
小
林

事
務
局
長
が
報
告
。
監
査
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第

20
回
連
合
中
越
年
次
総
会
が

11
月

19
日

(

金)

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
開
催
さ

れ
、｢

す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、
希
望
と
安

心
の
社
会
を
築
こ
う｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
持
続

可
能
な
地
域
の
構
築
に
向
け
、
11
年
度
重
点
課
題

等
が
全
会
一
致
で
確
認
・
決
定
さ
れ
た
。 

早
い
も
の
で
今
年
も
師
走
に

入
り
、
夏
の
暑
さ
が
嘘
の
様
に

雪
の
季
節
が
訪
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
▼
時
節
的
に
は
秋
の
夜

長
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

中
学
生
の
娘
か
ら
あ
る
本
を
紹

介
さ
れ
て
読
ん
で
み
た
。
本
の

題
名
は
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の

憂
鬱
」
で
あ
る
。
最
初
は
、
娘

が
読
む
く
ら
い
だ
か
ら
「
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」(

以
下

TDR)

に
関
係
し
て
の
若
者
の
嗜

好
に
つ
い
て
書
い
た
本
だ
ろ

う
、
く
ら
い
の
感
覚
で
読
み
は

じ
め
た
。
導
入
部
分
は
、
ま
さ

にTDR

に
就
職
を
希
望
す
る
夢
見

る
若
者
の
話
で
あ
っ
た
▼
今
時

の
就
職
事
情
を
反
映
し
た
よ
う

な
フ
リ
ー
タ
ー
の
青
年
が
「
夢

の
王
国
」
に
派
遣
社
員
と
し
て

採
用
を
さ
れ
、
働
き
始
め
て
３

日
間
の
間
に｢

夢
と
希
望｣

、｢

現

実｣

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
な

が
ら
、
大
切
な
も
の
に
気
付
き

成
長
を
し
て
い
く
？
姿
を
描
い

た
小
説
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
「
夢

の
王
国
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
面

白
い
▼
い
ま
ど
き
の
若
者
の
一

面
を
見
た
よ
う
な
気
分
に
も

な
っ
た
。
必
死
に
何
か
に
打
ち

込
も
う
と
し
て
も
現
実
の
壁
に

直
面
し
挫
折
を
味
わ
い
、
む
な

し
さ
を
感
じ
る
今
の
世
の
中
の

縮
図
を
感
じ
た
▼
い
ま
、
新
卒

の
若
者
は
就
職
難
で
あ
る
。
２

０
０
３
年
の
就
職
氷
河
期
以
上

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
も
何
と
か
夢
を
つ
か
ん
で
欲

し
い
と
感
じ
た
。 

≪№29≫ 

 東蔵王２ 副議長 

小川正巳 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ 

泉
田
県
知
事
・
江
花
会
長
が
視
察
見
学 

第
20
回
連
合
中
越
年
次
総
会 

11
年
度
重
点
課
題
等
を
満
場
決
定 

す
べ
て
の
働
く
も
の
の
連
帯
で
、
希
望
と
安
心
の
社
会
を
築
こ
う 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
家
建
て
た 

通
い
き
れ
ず
に 

家
借
り
た
）
（
正
論
を 

大
き
な
声
が 

曲
げ
て
い
く
）
（
管
理
職 

聞
こ
え
は
い
い
が 

一
人
の
課
）
（
助
手
席
の 

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が 

や
か
ま
し
い) 
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連合南魚沼支部だより 

 

連合十日町支部だより 
●労福協ライフプランセミナーを開催●  

 10月27日午後6：30より情報館に
おいて標記セミナーが開催され、
山下メンタルクリニックの山下正
廣院長が「働く人のこころと身体
の健康プラン」と題し、以下のよ
うな講演を行った。 
 自殺者数が98年から毎年３万人
以上となっている。男女比では2.5

対１で男性の方が多い。自殺の原因としては健康問題や経済
問題が多いが、健康問題はほとんど精神疾患によるものであ
る。また経済問題や勤務問題による自殺では男女差が大き
く、男性は女性の10倍もの比率となっている。 
 都道府県別では高知、島根、新潟や東北地方の自殺率が高
いが、これらの県はアルコール消費量も多く、自殺率とアル
コール消費量は密接な相関関係がある。 
 うつ病の治療で大事なことは休養と内服である。特に休養
は大事で、自分を周囲に合わせようとするから疲れるのであ
り、やりたいことを自分のペースでやるのが良い。また規則
正しい生活を送る必要もない。薬を内服することによって心
も体も休ませることができ、それが治癒力につながる。 
 うつ病患者の家族・周囲で気をつけることは、どこかに連
れだしたりやたらと話かけることはしてはいけない。また元
気にさせようと明るい音楽を聴かせたりするのは患者を一層
落ち込ませる。これは「同質の原理」といって、悲しい時は
悲しい音楽を聴くのが効果がある。患者といっしょに落ち込
むのは一番避けなければならない。うつ病は人生の踊り場と
捉え、自分を振り返る絶好の機会を与えられたもので必ずし
もマイナスばかりではないと考えるべきである。 
 身近でもあり、とても考え深いセミナーとなった。  

南魚沼支部です。今回は、先日行いましたボラ

ンティア活動をご紹介したいと思います。 

今年も、南魚沼市内にあります「銭淵公園」の

清掃活動を、六日町商工会青年部様と協同で行い

ました。 

 今回で五回目となる清掃活動ですが、毎回参加

人数が増え、作業も慣れてくるため、二時間の作

業予定が半分で済んでしまうなど、うれしい誤算

のある活動となりました。 

作業終了後は南魚沼市「ホテル坂戸城」にて慰

労会。参加者の交流を深められたと思っていま

す。今後も継続していきたい活動です。 

連合中越【FAX(0258)24－8930】でも予約受付中 




